
＜別紙２＞中央環状品川線の概要及び工事の特徴

中央環状品川線は、中央環状線（約４７km）の南側を形成する約９．４km区間（うち、トンネル構造約８．４km）であり、高速
湾岸線と高速３号渋谷線を結ぶ路線です。

東京都との合併施行により事業を進めており、２０１３年度には開通予定であり、中央環状線全線が開通します。

本路線が完成することで、都心環状線に集中していた通過交通が分散され首都高速道路全体の流れはよくなるとともに、目
的にあわせたさまざまなルート選択が可能になります。

【中央環状線概要図】

中央環状線（6.7km)
（４号新宿線～５号池袋線）
2007年12月２２日開通

中央環状線（4.3km）
（３号渋谷線～４号新宿線）
2009年度開通予定

中央環状品川線
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20132013年度開通予定年度開通予定



中央環状品川線トンネル工事の特徴

延長８ｋｍの長距離・大断面シールドの掘進

大橋連結路
シールド切開き

五反田出入口
シールド切開き

首都高施行 首都高施行 首都高施行

・ 延長約8km、 シールド直径約12.3mという世界的に最大級の長距離・大断面シールドト
ンネル施工

・ シールドセグメントを切開き出入口・連結路を構築する難易度が高い切開き工事（五反田
出入口・大橋連結路部）



五反田出入口 工事概要



接続部（シールド切開き）

大橋連結路 工事概要


